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第 1章　黒姫山古墳とは

第
１
章　

黒
姫
山
古
墳
と
は

１　

巨
大
古
墳
の
時
代
を
解
く
鍵

　
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
田
ん
ぼ
の
ひ
ろ
が
り
の
な
か
に
、
ぽ
っ
こ
り
と
浮
か
び
あ
が
る
深
緑
の
木
々
に
お
お

わ
れ
た
小
さ
な
山
、
昭
和
が
終
わ
る
こ
ろ
ま
で
は
一
見
何
で
も
な
い
よ
う
な
風
景
が
大
阪
南
部
の
平
地
に
あ
っ

た
。
い
ま
で
は
周
囲
の
開
発
も
進
ん
だ
こ
の
小
さ
な
山
が
黒く

ろ

姫ひ
め

山や
ま

古
墳
で
あ
る
（
図
1
）。

　
三
世
紀
半
ば
か
ら
七
世
紀
初
頭
ま
で
の
三
五
〇
年
ほ
ど
つ
づ
い
た
、
前
方
後
円
墳
を
中
心
と
す
る
古
墳
の
築

造
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
を
規
定
し
た
古
墳
時
代
。
そ
の
な
か
で
も
西
暦
四
〇
〇
年
代
を
中
心
と
す
る
古

墳
時
代
中
期
は
日
本
列
島
の
各
地
域
で
最
大
級
の
古
墳
を
築
い
た
時
代
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
代
に
大
阪

平
野
で
は
古ふ

る

市い
ち

古
墳
群
、
百　も
　ず

　

舌
鳥
古
墳
群
に
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
た
。
世
界
史
的
に
み
て
も
傑
出

し
た
威
容
を
誇
る
両
古
墳
群
の
主
要
古
墳
は
二
〇
一
九
年
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　
黒
姫
山
古
墳
は
、
大
阪
府
堺
市
美み

原は
ら

区
黒く

ろ

山や
ま

に
所
在
し
、
古
市
古
墳
群
の
誉こ

ん

田だ

御ご
び

廟ょ
う

山や
ま

古
墳
（
応
神
陵
古

墳
）
ま
で
は
東
に
五
キ
ロ
、
百
舌
鳥
古
墳
群
の

大だ
い

仙せ
ん

陵り
ょ
う

古
墳
（
仁
徳
陵
古
墳
）
ま
で
は
西
へ

六
・
七
キ
ロ
と
い
う
、
両
大
古
墳
群
の
中
間
地

点
に
孤
高
の
雄
姿
を
み
せ
て
い
る
（
図
2
）。

　
両
古
墳
群
の
巨
大
古
墳
と
く
ら
べ
れ
ば
大
型

で
は
な
い
が
、
数
少
な
い
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

古
墳
の
構
造
、
埋
葬
施
設
、
出
土
資
料
の
判
明

し
て
い
る
同
時
期
の
古
墳
で
あ
る
。
世
界
文
化

遺
産
の
構
成
資
産
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、

両
古
墳
群
の
大
型
古
墳
群
の
実
態
を
理
解
す
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。

　
一
九
四
七
年
一
二
月
、
黒
姫
山
古
墳
で
発
掘

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
で
は
前
方

部
墳
頂
に
築
か
れ
た
石
室
内
か
ら
二
四
セ
ッ
ト

に
も
の
ぼ
る
甲か

っ

冑ち
ゅ
うが

出
土
し
た
。
こ
の
甲
冑
の

出
土
数
は
、
全
国
で
数
多
く
の
古
墳
の
発
掘
調

査
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
現
在
に
あ
っ
て
も
匹

敵
す
る
も
の
が
な
い
。
ま
た
、
良
好
な
埴
輪
列

図1 ●黒姫山古墳
大阪平野南部、堺市美原区黒山に所在する。市街地化が進み見通しが悪くなったが、
少し高く上がれば六甲山から淡路島と大阪湾も望める距離と地形である。かつては
3階建ての小学校の屋上からでも百舌鳥古墳群の大仙陵古墳が望めた。

大仙陵古墳
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よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
の
大
型
古
墳
は
宮
内
庁
に
よ
っ
て
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
、
実

態
の
解
明
に
は
か
な
り
遠
い
状
況
に
あ
る
。
黒
姫
山
古
墳
は
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
古
墳
の
実
態
に
関
す

る
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
、
巨
大
古
墳
を
知
る
う
え
で
の
基
準
資
料
な
の
で
あ
る
。

２　

発
掘
、
黒
姫
山
古
墳

戦
後
、
森
浩
一
氏
ら
に
よ
る
発
掘
調
査

　
黒
姫
山
古
墳
、
こ
の
名
前
は
、
そ
の
考
古
学
的
な
重
要
性
の
割
に
は
一
般
に
は
必
ず
し
も
知
名
度
が
高
い
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
最
大
の
成
果
と
な
っ
た
発
掘
調
査
は
一
九
四
七
～
四
八
年
と
い
う
敗
戦
後
の
混
乱
期
の

な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
当
然
、
物
資
も
不
足
し
、
十
分
な
調
査
体
制
が
と
れ
る
状
況
に
は
な
く
、
ま
だ
考
古

学
の
成
果
が
話
題
に
な
る
こ
と
も
少
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
古
墳
は
も
と
も
と
ク
ロ
マ
ツ
で
お
お
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
戦
時
中
に
松し

ょ
う
こ
ん
ゆ

根
油
を
採
る
た
め
に
墳

丘
が
掘
り
返
さ
れ
た
。
結
果
、
前
方
部
墳
頂
で
石
室
が
露
出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
五
月
五

日
、
古
墳
の
南
東
に
あ
る
集
落
で
こ
の
石
室
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
鉄
製
甲
冑
が
あ
る
こ
と
に
、
周
辺
を
踏
査
で

訪
れ
て
い
た
森
浩
一
氏
が
気
づ
い
た
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
森
氏
の
著
書
『
僕
は
考
古
学
に
鍛
え

ら
れ
た
』
に
く
わ
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
一
九
四
七
年
一
二
月
二
二
日
か
ら
翌
四
八
年
一
月
七
日
ま
で
、
末
永
雅
雄
氏
が
大
阪
府
か
ら
調
査

を
委
託
さ
れ
、
森
氏
を
現
地
担
当
と
す
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
次
調
査
で
は
前
方
部
石
室
か
ら
調

の
検
出
も
古
墳
の
実
態
を
解
明
す
る
う
え

で
画
期
的
な
成
果
で
あ
っ
た
。

　
先
に
結
論
的
に
述
べ
れ
ば
、
黒
姫
山
古

墳
は
五
世
紀
代
の
古
墳
時
代
中
期
、
ま
さ

に
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
に
営
ま
れ
た
巨

大
前
方
後
円
墳
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
り
、

「
倭
の
五
王
の
時
代
」
に
生
き
、
活
躍
し

た
人
物
が
埋
葬
さ
れ
た
と
み
て
ま
ち
が
い

な
い
。

　
と
く
に
、
こ
の
時
代
の
甲
冑
は
、
巨
大

古
墳
被
葬
者
た
ち
を
中
心
と
す
る
近
畿
中

央
政
権
を
象
徴
す
る
政
治
性
を
も
っ
た
器

物
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
保
有
は
中
央
政
権

と
の
関
係
、
地
位
や
身
分
な
ど
の
表
示
に

関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黒
姫
山

古
墳
で
の
二
四
領
の
出
土
は
、
こ
の
時
代

の
中
央
政
権
、
倭
国
の
政
治
的
権
威
を
象

徴
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

図2 ●丹比野の歴史的環境地図
黒姫山古墳のある河内台地を中心とする地域は歴史上にタジヒ（丹比・
多治比）とよばれた地域である。古市・百舌鳥古墳群の中間に位置し、
交通の要衝でもあった。黒姫山古墳以前の遺跡がきわめて少なく、5世
紀中葉以降に本格的な開発がはじまったと考えられる。
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『
河
内
黒
姫
山
古
墳
の
研
究
』

　
こ
の
調
査
の
報
告
書
は
、
一
九
五
三
年
に
大
阪
府
文
化
財
調
査
報
告
書
の
第
1
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
、
戦

後
、
大
阪
府
が
刊
行
し
た
文
化
財
調
査
報
告
書
の
な
か
の
記
念
碑
的
な
存
在
で
あ
る
（
図
4
）。
本
書
で
も
こ

の
報
告
書
を
主
た
る
典
拠
と
し
て
黒
姫
山
古
墳
の
姿
を
み
て
い
く
。

　
こ
の
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
墳
丘
図
は
（
図
5
）、
そ
の
後
、
近
藤
義
郎
氏
ら
の
『
考
古
学
の
基
本
技
術
』

や
西
谷
真
治
氏
が
記
述
し
た
『
図
解
考
古
学
辞
典
』
の
「
測
量
」
の
項
目
と
い
っ
た
調
査
技
術
の
解
説
に
お
い

て
、
前
方
後
円
墳
の
墳
丘
測
量
の
手
本
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
甲
冑
の
実
測
図
も
長
く
、
そ
の
手

本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
お
よ
び
報
告
が
高
い
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
た
良
質
な
研
究
に
裏
づ
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
の
発
掘
調
査
と
史
跡
整
備

　
黒
姫
山
古
墳
は
、
そ
の
後
に
も
数
次
の
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（
表
1
）。
一
九
七
七
年
に
は
、

嶋し
ま

田だ
あ

曉き
ら

氏
を
主
担
当
と
し
て
周

し
ゅ
う

庭て
い

帯た
い

の
確
認
の
た
め

の
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
八
八

年
に
は
高
速
道
路
・
阪
和
道
の
側
道
部
調
査
に
と
も

な
っ
て
周
庭
帯
の
南
東
部
を
か
す
め
る
位
置
の
発
掘

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
に

査
を
開
始
し
、
埴
輪
列
、
墳
丘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
図
3
）。

つ
づ
い
て
一
九
四
八
年
一
二
月
二
三
日
か
ら
翌
四
九
年
一
月
七
日

ま
で
の
第
二
次
調
査
で
は
、
墳
頂
の
上
段
埴
輪
列
、
後
円
部
墳
頂

の
方
形
埴
輪
区
画
、
後
円
部
主
体
部
お
よ
び
墳
丘
測
量
の
仕
上
げ

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
森
氏
は
当
時
、
一
九
～
二
〇
歳
で
あ
る
。

図3 ●第1次調査
上：黒姫山古墳第1次調査、前方部石室での記念写真（米谷晃一氏撮影、
宮川 氏提供）。下：調査のニュースは新聞に小さく掲載されたのみであ
った（1948年1月18日、朝日新聞大阪地方版）。

図4 ●『河内黒姫山古墳の研究』
1953年刊行、戦後の大阪府文化財
調査報告書の第1冊。
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塚
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
黒
姫
山
古
墳
に
関
す
る
も
っ
と
も
古
い
記
録
は
、
一
六
七
九
年
（
延
宝
七
）

の
『
河か

わ

内ち
か

鑑が
み

名め
い

所し
ょ

記き

』
で
、
こ
こ
で
は
「
天
武
天
皇
御
廟
所
」
と
記
録
さ
れ

て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
期
以
前
か
ら
、
地
元
で
高
貴
な
人
物
の
墓

だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
づ
く
一
六
九
九
年
（
元
禄
一
二
）

『
諸

し
ょ
り
ょ
う
し
ゅ
う
え
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ
き

陵
周
垣
成
就
記
』
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
江
戸
時
代
の
記
録
で
は
仁
賢
天
皇

陵
と
す
る
も
の
が
多
い
（
図
6
）。
ま
た
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
に
は
明
治

政
府
に
よ
っ
て
、
仁
賢
天
皇
の
皇
后
・
春

か
す
が
の
お
お
い
ら
つ
め

日
大
娘
皇
女
陵
に
治
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
に
は
性
急
な
治
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
と
し

て
取
り
消
し
に
な
り
、
以
後
は
国
有
地
と
し
て
現
在
に
至
る
。

　
天
皇
陵
と
し
て
の
名
称
以
外
で
は
、
一
八
〇
一
年
（
享
和
元
）
の
『
河か

わ

内ち

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

』
に
「
荒

あ
れ
の
み
さ
さ
ぎ
陵
」、
別
名
「
墓
山
」
と
の
名
が
み
え
、
墓
山
が
よ
り
古
く

か
ら
の
名
称
と
み
ら
れ
る
。
黒
姫
山
が
正
式
な
名
称
と
な
る
の
は
、『
河
内
黒

姫
山
古
墳
の
研
究
』
以
後
で
あ
る
。
こ
こ
で
黒
姫
山
を
採
用
し
た
の
は
、
古
市

古
墳
群
中
の
墓
山
古
墳
と
同
名
に
な
る
の
を
避
け
た
た
め
で
、
研
究
上
の
便
宜

を
優
先
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
黒
姫
山
」
の
名
称
は
記
録
に
も
地
元
で
の
呼

称
に
も
み
あ
た
ら
な
い
、
新
し
く
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
黒
姫
」
の
名
称
は
明
治
の
陵
墓
治
定
の
際
に
、
履
中
天
皇
后
妃
で
あ
る
黒
媛

は
美
原
町
教
育
委
員
会
が
史
跡
整
備
事
業
と
し

て
、
前
方
部
石
室
の
再
発
掘
と
そ
の
周
辺
の
埴

輪
列
の
調
査
、
主
軸
付
近
の
後
円
部
・
前
方
部

の
墳
丘
斜
面
の
ト
レ
ン
チ
調
査
、
墳
丘
裾
部
の

発
掘
調
査
を
お
こ
な
い
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
古

墳
の
実
態
を
確
認
し
て
い
る
。

　
な
お
、
墳
丘
お
よ
び
周
溝
は
一
九
五
七
年
に

国
指
定
史
跡
に
な
り
、
一
九
七
八
年
に
は
周
庭

帯
部
分
が
史
跡
に
追
加
指
定
さ
れ
、
一
九
九
〇

年
代
に
は
周
辺
が
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

黒
姫
山
古
墳
の
記
録
と
名
称
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
黒
姫
山
古
墳
に
関
わ
る
記
録
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
現
在
は
遺
跡
や
国
指
定
史
跡
と

し
て
の
名
称
は
黒
姫
山
古
墳
で
あ
る
が
、
地

籍
上
は
大
字
黒
山
字
黒
姫
塚
で
、
地
元
で
は

一
九
八
〇
年
ご
ろ
ま
で
「
墓は

か

山や
ま

」
や
「
黒
姫

調査次 調査年度 調査箇所 調査主体 主担当

1次 1947 年
前方部石室・前方部埴輪列・墳丘測
量

大阪府 末永雅雄・森浩一

2次 1948 年
後円部埋葬施設・後円部埴輪列・前
方部埴輪列・造り出しトレンチ・墳
丘測量

大阪府 末永雅雄・森浩一

3次 1977 年 周庭帯（周溝西外側） 美原町
嶋田曉・宮川 ・
庖丁道明

4次 1988 年 周溝南東外側 美原町 泉谷博幸

5次 1990 年
前方部石室・前方部墳頂・墳丘主軸
トレンチ・周濠内

美原町 泉谷博幸

表１ ●黒姫山古墳発掘調査の経過

図5 ●『河内黒姫山古墳の研究』掲載の墳丘図
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が
被
葬
者
候
補
に
も
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
関
係
す

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
黒
媛
が
被
葬
者

候
補
に
な
っ
た
の
は
地
名
が
黒
山
で
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
す
る
根
拠
の
弱
い
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

　
そ
の
黒
山
の
地
名
は
一
〇
世
紀
、
平
安
時
代

の
『
和わ

み

名ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

や
『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』
に
も
河
内
国

丹た
じ

比ひ

郡
黒
山
郷
と
し
て
み
え
、
早
く
は
『
日
本
書

紀
』
の
孝
徳
朝
の
記
事
に
も
登
場
す
る
。
す
く
な

く
と
も
八
世
紀
初
頭
の
『
日
本
書
紀
』
編
纂
段
階

ま
で
に
は
そ
の
名
称
で
通
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
黒
山
郷
は
お
お
む
ね
平
坦
な
台
地

上
に
あ
り
、
丘
陵
地
域
は
含
ま
ず
、「
山
」
と
よ

べ
る
場
所
は
黒
姫
山
古
墳
を
お
い
て
ほ
か
に
な
い
。

平
坦
地
に
浮
き
上
が
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
こ
の
古

墳
の
存
在
か
ら
「
黒
山
」
と
の
名
称
が
生
じ
た
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

図6 ●伴林光平『河内国陵墓図』にみえる黒姫山古墳
幕末・河内の国学者、伴林光平が現地調査をおこなって作図したものと考えら
れる。北側からみた図で、墳丘の中央に造り出しを描き、左側が後円部である。
この時期には仁賢天皇陵として調査・記録されている。1841年刊行。
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